
　国内では数々のトーリックソフトコンタクトレンズ（SCL）が市販されているが，まだ十分には普及してい
ない。そこで我々は，眼鏡処方例と比較してトーリックSCLの適応を検討した。眼鏡を処方した5,793枚のレ
ンズのうち円柱レンズの占める割合は36.2％であったが，36,981枚のSCLのうちトーリックSCLの占める割合
は3.9％であったニトーリックSCLの処方例の多くは中等度の近視性乱視，それも直乱視で，それ以外の乱視
患者に対する処方例は極端に少なかった。乱視矯正を必要とする症例に対しては，眼鏡処方の際の円柱レン
ズの使用と同様にトーリックSCLの処方を積極的に行うべきである。 （日コレ誌　45：152一156．2003）
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